「富田林ブランド　認定マーク使用基準」

　（目的）
第１条　富田林ブランドの認知度、及び信用・信頼度の向上を目指し、富田林のイメージアップを図るために作成された「富田林ブランド認定マーク」（以下「マーク」という。）について、その適正な使用を確保するため、必要な事項を定める。

　（表示）
第２条　マークの表示は、別記「富田林ブランド認定マークデザインの取り決め事項」の通りとする。

　（使用の届出）
第３条　マークを表示しようとする者は、あらかじめ富田林ブランド認定委員会に対して富田林ブランド認定マーク使用届出書（別記様式１）を提出しなければならない。　

　（使用の実績報告）
第４条　マーク使用者は、毎年度末（3月末時点）までに使用した実績を４月３０日を期限として富田林ブランド認定マーク使用実績報告書（別記様式２）により、委員会に報告しなければならない。

　（誤認の防止）
第５条　マーク使用者は、「富田林ブランド」認定品以外の産品が「富田林ブランド」として認定を受けていると、消費者に誤認されるような形でマークを表示してはならない。

　（使用料）
第６条　マークの使用料は無料とする。

　（表示に要する経費負担）
第７条　マークの表示に要する経費は、マーク使用者が負担するものとする。

　（事故、苦情等の処理）
第８条　マークの表示に関する事故又は苦情等（以下「事故等」という。）が発生した場合は、マーク使用者は誠意をもって、使用者の責任のもとに必要な措置を講じなければならない。

　（適正使用の確保）
第９条　委員会は、マークの使用状況について、必要に応じて報告を求め、又は検査を行うことができる。

　（使用の中止）
第１０条　委員会は、マーク使用者が次の各号のいずれかに該当した場合又は該当する恐れのある場合は、マークの使用を中止させるものとする。
　 （１）富田林ブランドとしての認定を取り消されたとき。
　 （２）第２条の規定に反して表示したとき。
　 （３）マークを不正に使用したとき。
　 （４）第８条の規定による必要な措置を講じなかったとき。
　 （５）その他富田林ブランドのブランド価値に重大な支障を及ぼす行為があったとき。

２　前項の規定によるマークの使用中止により生じた損失については、マーク使用者自らが負担するものとする。

　（その他）
第１１条　委員会は、マークの適正な使用に関し、この基準以外に必要な事項については、別途協議のうえ定めることとする。

附則 
この基準は平成２２年８月１日から施行する。

「富田林ブランド　認定マークデザインマニュアル」
富田林ブランド認定マーク

このマークは「富田林ブランド」に認定された産品に対してのみ表示ができるものです 。
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●次のマークデータとする
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●シール用
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●専用のデータにより、正確に使用すること。


●カラーバリエーションは、上記の６色とし、指定以外の色を使用する場合は、事務局へ承認をとること。
　表示を必要とするものに対して、一番適切と思われるマークカラーを選び、使用すること。

●印刷対応　
　オレンジ色　　　　　　　　Ｃ：　　０　Ｍ：６０　Ｙ：１００　Ｋ：　０
　グリーン色　　　　　　　　Ｃ：１００　Ｍ：１０　Ｙ：　８０　Ｋ：　０
　ブルー色　　　　　　　　　Ｃ：１００　Ｍ：４０　Ｙ：　　０　Ｋ：　０
　グレー色　　　　　　　　　Ｃ：　　０　Ｍ：　０　Ｙ：　　０　Ｋ：４０
　バック黒のグレー色　　Ｃ：　　０　Ｍ：　０　Ｙ：　　０　Ｋ：２０

●使用サイズ
原則：サイズは自由とする。
その他、シール以外でマークを印刷する場合は、変形・変色等しないよう特に注意してください。
※最小使用サイズ･･･認定マークを小さなサイズで使用する場合、つぶれ等が生じ、富田林ブランドのイメージを損ないかねません。直径２㎝以下の大きさでの使用はしないでください。

●対応用紙
シールに使用する場合は、白地（つや有り、又はつや無し）、印刷素材は問いません。
他の印刷物については、使用者に任せます。

●その他
展開するPRアイテムの訴求目的により表示方法に制約がある場合は、必ず富田林ブランド認定委員会事務局に連絡し、適切な表示を行ってください。

（使用禁止例）

・文字の位置や比率を変えてはいけない。 
・指定された色以外を使用しないこと。 
・色を反転させた状態で使用してはいけない。 
・一部を除くなど、構成を変えてはいけない。 
・枠の形を変形してはいけない。 
・背景色をつけてはいけない。
様式第１号
富田林ブランド認定マーク使用届出書
年　　月　　日　
富田林ブランド認定委員会　　様
申請者　住　所
　　　　（法人及び団体は主たる事務所の所在地）
　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　（法人及び団体は名称及び代表者の職・氏名）
富田林ブランド認定マーク使用基準　第３条　使用の届出の規定に基づき、次の関係書類を添えて報告します。
記
	認定番号
	

	認定年月日
	平成　　　年　　　月　　　日

	認定品の名称
	

	使用予定期間
年月日～年月日
	認定マークを表記した媒体物の名称
（チラシ、商品パッケージ、ポスター、ＨＰ等）

	年　　月　　日～
年　　月　　日
	

	年　　月　　日～
年　　月　　日
	

	年　　月　　日～
年　　月　　日
	

	年　　月　　日～
年　　月　　日
	

	年　　月　　日～
年　　月　　日
	

	例）計画22年9月15日
計画22年9月1日
～25年8月31日
	例）・　○○の商品案内チラシ　　20000部　折込チラシ

　　・ＨＰのトップページ、○○認定商品紹介ページ


· ブランド認定マークの表示内容毎にその使用予定がわかるような印刷物、サンプル、設計図、写真等を添付してください。
· 尚、この使用予定欄の項目数が足りない場合は、欄を追加してください。
· 新たに使用する計画がある場合は、その都度、提出してください。
様式第２号
富田林ブランド認定マーク使用実績報告書
年　　月　　日　
富田林ブランド認定委員会　　様
申請者　住　所
　　　　（法人及び団体は主たる事務所の所在地）
　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　（法人及び団体は名称及び代表者の職・氏名）
富田林ブランド認定マーク使用基準　第４条使用の実績報告の規定に基づき、次の関係書類を添えて報告します。
記
	認定番号
	

	認定年月日
	平成　　　年　　　月　　　日

	認定品の名称
	

	使用実績日・期間
年月日～年月日
	認定マークを表記した媒体物の名称
（チラシ、商品パッケージ、ポスター、ＨＰ等）

	　年　　月　　日～
年　　月　　日
	

	年　　月　　日～
年　　月　　日
	

	年　　月　　日～
年　　月　　日
	

	年　　月　　日～
年　　月　　日
	

	年　　月　　日～
年　　月　　日
	

	例）・22年9月15日
・22年9月1日

～25年8月31日
	例）・○○の商品案内チラシ　　20000部　折込チラシ
・ＨＰのトップページ、○○認定商品紹介ページ


· ブランド認定マークの表示内容毎にその使用実績がわかるような印刷物、サンプル、写真等を添付してください。
· 尚、この使用実績欄の項目数が足りない場合は、欄を追加してください。
· この報告は、実際に実施された分を記載し、毎年度末に提出してください。
（毎年３月３１日までの分を４月３０日までにその年度の報告をしてください。）
